
Red Hat Ceph Storage 7.0

リリースノート

Red Hat Ceph Storage 7.0 のリリースノート

Last Updated: 2024-03-27





Red Hat Ceph Storage  7.0 リリースノート

Red Hat Ceph Storage 7.0 のリリースノート



法律上の通知法律上の通知

Copyright © 2024 Red Hat, Inc.

The text of and illustrations in this document are licensed by Red Hat under a Creative Commons
Attribution–Share Alike 3.0 Unported license ("CC-BY-SA"). An explanation of CC-BY-SA is
available at
http://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/
. In accordance with CC-BY-SA, if you distribute this document or an adaptation of it, you must
provide the URL for the original version.

Red Hat, as the licensor of this document, waives the right to enforce, and agrees not to assert,
Section 4d of CC-BY-SA to the fullest extent permitted by applicable law.

Red Hat, Red Hat Enterprise Linux, the Shadowman logo, the Red Hat logo, JBoss, OpenShift,
Fedora, the Infinity logo, and RHCE are trademarks of Red Hat, Inc., registered in the United States
and other countries.

Linux ® is the registered trademark of Linus Torvalds in the United States and other countries.

Java ® is a registered trademark of Oracle and/or its affiliates.

XFS ® is a trademark of Silicon Graphics International Corp. or its subsidiaries in the United States
and/or other countries.

MySQL ® is a registered trademark of MySQL AB in the United States, the European Union and
other countries.

Node.js ® is an official trademark of Joyent. Red Hat is not formally related to or endorsed by the
official Joyent Node.js open source or commercial project.

The OpenStack ® Word Mark and OpenStack logo are either registered trademarks/service marks
or trademarks/service marks of the OpenStack Foundation, in the United States and other
countries and are used with the OpenStack Foundation's permission. We are not affiliated with,
endorsed or sponsored by the OpenStack Foundation, or the OpenStack community.

All other trademarks are the property of their respective owners.

概要概要

本リリースノートでは、Red Hat Ceph Storage 7.0 製品リリース向けに実装された主要な機能、機
能拡張、既知の問題、バグ修正を説明します。
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多様性を受け入れるオープンソースの強化

Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り
組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリ
スト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後
の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、Red Hat CTO である Chris
Wright のメッセージ をご覧ください。

多様性を受け入れるオープンソースの強化多様性を受け入れるオープンソースの強化
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https://www.redhat.com/en/blog/making-open-source-more-inclusive-eradicating-problematic-language


RED HAT CEPH STORAGE ドキュメントへのフィードバック (英
語のみ)

Red Hat ドキュメントに対するご意見をお聞かせください。ドキュメントの改善点があればお知らせく
ださい。これを行うには、Bugzilla のチケットを作成します。

1. Bugzilla の Web サイトに移動します。

2. Component ドロップダウンメニューで、Documentation を選択します。

3. Sub-Component ドロップダウンで、適切なサブコンポーネントを選択します。

4. ドキュメントの適切なバージョンを選択します。

5. Summary および Description フィールドに、ドキュメントの改善に関するご意見を記入して
ください。ドキュメントの該当部分へのリンクも追加してください。

6. オプション: 添付ファイルを追加します (ある場合)。

7. Submit Bug をクリックします。

Red Hat Ceph Storage 7.0 リリースノートリリースノート
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第1章 概要
Red Hat Ceph Storage は、非常にスケーラブルでオープンなソフトウェア定義のストレージプラット
フォームであり、最も安定したバージョンの Ceph ストレージシステムと Ceph 管理プラットフォー
ム、デプロイメントユーティリティー、およびサポートサービスを組み合わせたものです。

Red Hat Ceph Storage ドキュメントは、https://access.redhat.com/documentation/ja-
jp/red_hat_ceph_storage/7 から入手できます。

第第1章章 概要概要
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第2章 謝辞
Red Hat Ceph Storage バージョン 7.0 には、Red Hat Ceph Storage チームの数多くの貢献が反映され
ています。さらに Ceph プロジェクトでは、Ceph コミュニティーの個人や組織からの貢献の度合いが
質と量の両面で大幅に拡大しています。Red Hat Ceph Storage チームの全メンバー、Ceph コミュニ
ティーの個々の貢献者、および以下の組織を含むすべての方々の貢献に謝意を表します。

Intel®

Fujitsu ®

UnitedStack

Yahoo ™

Ubuntu Kylin

Mellanox ®

CERN ™

Deutsche Telekom

Mirantis ®

SanDisk ™

SUSE ®

Croit ™

Clyso ™

Cloudbase solutions ™

Red Hat Ceph Storage 7.0 リリースノートリリースノート
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第3章 新機能
本セクションでは、Red Hat Ceph Storage の今回のリリースで導入された主要な更新、機能拡張、新
機能のリストを紹介します。

3.1. CEPHADM ユーティリティー

cmount_path オプションを追加し、一意のユーザーオプションを追加し、一意のユーザー ID を生成しますを生成します

この機能強化により、cmount_path オプションを追加し、Ceph ファイルシステムごとに一意のユー
ザー ID を生成して、複数の Ganesha エクスポート間で CephFS クライアントを共有できるようになり
ました。これにより、単一の CephFS クライアントのメモリー使用量を削減できます。

Bugzilla:2246077

すべてのモニタリングコンポーネントですべてのモニタリングコンポーネントで TLS が有効になり、が有効になり、Prometheus のセキュリティーがのセキュリティーが
強化されます強化されます

この機能強化により、データの整合性、機密性、セキュリティーのベストプラクティスとの整合性を保
護するために、モニタリングスタック全体で TLS が有効になります。Prometheus、アラートマネー
ジャー、およびノードエクスポーターの強化されたセキュリティー機能により、モニタリングスタック
全体でセキュアな通信が使用され、保護層が追加されます。

Bugzilla:1994251

モニタリングスタックのセキュリティー強化モニタリングスタックのセキュリティー強化

この機能強化により、データの整合性と機密性を保護し、セキュリティーのベストプラクティスに準拠
するために、Prometheus、アラートマネージャー、およびノードエクスポーターの認証機能が実装さ
れました。これにより、すべてのモニタリングコンポーネントで TLS が有効になり、ユーザーが
Prometheus および Alert Manager データにアクセスする前に有効な認証情報を提供することが必要に
なるため、モニタリングスタック全体のセキュリティーが強化されます。この新機能を使用すると、セ
キュアな通信を使用し、機密性の高いメトリクスや監視データへの不正アクセスを防止することで、追
加の保護層が提供されます。すべてのモニタリングスタックコンポーネントで TLS が有効で、認証が
導入されているため、ユーザーは監視データとメトリクスデータにアクセスする前に認証が必要とな
り、全体的なセキュリティーとデータアクセスの制御が強化されます。

Bugzilla:2028335

ユーザーはホストをメンテナンスモードにできるようになりましたユーザーはホストをメンテナンスモードにできるようになりました

以前は、ホスト上のすべてのデーモンを停止するとデータが利用できなくなるため、ユーザーはホスト
をメンテナンスモードにすることができませんでした。

この機能強化により、ceph orch host maintenance enter コマンド用のより強力な強制フラグ --yes-i-
really-mean-it が追加されました。Cephadm が警告した場合でも、ユーザーはホストをメンテナンス
モードにできるようになりました。

Bugzilla:2107339

ユーザーは、クライアントユーザーは、クライアント conf ファイルやファイルや keyring ファイルをドレインせずに、デーモンのホファイルをドレインせずに、デーモンのホ
ストをドレインできるようになりましたストをドレインできるようになりました

この機能強化により、ユーザーは ceph orch host drain コマンドに --keep-conf-keyring フラグを渡
すことで、ホストにデプロイされたクライアント conf ファイルや keyring ファイルをドレインするこ
となく、デーモンのホストをドレインできるようになります。ユーザーは、Cephadm にホストの conf

第第3章章 新機能新機能
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または keyring ファイルを管理させながら、すべてのデーモンをドレインするかホストに配置しないよ
うに、ホストをマークできるようになりました。

Bugzilla:2153827

Cephadm サービスをサービスを managed またはまたは unmanaged としてマークできるようになりましたとしてマークできるようになりました

以前は、Cephadm サービスを managed または unmanaged としてマークする唯一の方法は、同サー
ビスのサービス仕様を編集して再適用することでした。この方法は、Cephadm の OSD 仕様に一致する
デバイスで OSD の作成を一時的に停止する場合などには不便でした。

この機能強化により、Cephadm サービスを managed または unmanaged としてマークするように設
定するコマンドが追加されました。たとえば、ceph orch set-unmanaged mon コマンドまたは ceph 
orch set-managed mon コマンドを実行できます。これらの新しいコマンドを使用すると、サービス仕
様を編集して再適用することなく、状態を切り替えることができます。

Bugzilla:2155625

ユーザーは、ユーザーは、HAProxy プロトコルモードを使用して、プロトコルモードを使用して、NFS デプロイメントにクライアントデプロイメントにクライアント IP
制限を適用できるようになりました制限を適用できるようになりました

以前は、ユーザーはクライアントと NFS の間で HAProxy を使用している間は、クライアント IP 制限
を適用できませんでした。これは、NFS が HAProxy IP しか認識せず、適切なクライアント IP 制限が
不可能になるためです。

この機能強化により、ceph nfs cluster create コマンドで引数 --ingress-mode=haproxy-protocol を
渡すか、NFS サービス仕様と対応する Ingress 仕様の両方で enable_haproxy_protocol: true を設定す
ることにより、HAProxy プロトコルモードで NFS サービスをデプロイできます。ユーザーは、NFS デ
プロイメントで新しい HAProxy プロトコルモードを使用して、NFS デプロイメントに適切なクライア
ント IP 制限を適用できるようになりました。

Bugzilla:2176300

3.2. CEPH ファイルシステム

quota.max_bytes がよりわかりやすいサイズ値に設定されるようになりましたがよりわかりやすいサイズ値に設定されるようになりました

以前は、quota.max_bytes 値はバイト単位で設定されていたため、サイズの値が非常に大きくなるこ
とが多く、設定や変更が困難でした。

この機能強化により、quota.max_bytes 値を M/Mi、G/Gi、T/Ti などのわかりやすい値に設定できる
ようになりました。たとえば、10 GiB または 100 K などです。

Bugzilla:2091154

遅延したクライアントは、遅延した遅延したクライアントは、遅延した OSD がない場合にのみエビクトされるようになりましたがない場合にのみエビクトされるようになりました

以前は、MDS からのパフォーマンスダンプの監視時に、OSD の遅延、すなわち objecter.op_laggy お
よび objecter.osd_laggy が表示されることがありました。これにより、クライアントが遅延し、
キャップ取り消しのダーティーデータがフラッシュされませんでした。

この機能強化により、defer_client_eviction_on_laggy_osds パラメーターが true に設定され、OSD
の遅延が原因でクライアントの遅延が発生した場合、OSD の遅延がなくなるまでクライアントエビク
ションは行われません。

Bugzilla:2228066
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3.3. CEPH DASHBOARD

概要ダッシュボードの使用状況パネルの改善概要ダッシュボードの使用状況パネルの改善

この機能強化により、グラフとグラフの凡例が改善され、使いやすさが向上しました。さらに、検索ク
エリーが改善され、より良い結果が得られるようになりました。

Bugzilla:2238472

ダッシュボードからのクラスターのアップグレードダッシュボードからのクラスターのアップグレード

以前は、Red Hat Ceph Storage クラスターは、コマンドラインインターフェイスを使用しないとアッ
プグレードできませんでした。

この機能強化により、ストレージクラスターの利用可能なバージョンを簡単に表示およびアップグレー
ドできるようになりました。Ceph Dashboard からアップグレードの進捗を追跡することもできます。

Bugzilla:2232295

Ceph Dashboard に、に、Ceph Object Gateway 情報を表示する情報を表示する Overview ページが追加されまページが追加されま
したした

この機能強化により、Ceph Dashboard の Object Gateway セクションに Overview ページが追加されま
した。この Overview ページから、ユーザーは Ceph Dashboard で Object Gateway に特化した概要に
アクセスできるようになりました。この機能は、Object Gateway のパフォーマンス、ストレージの使
用状況、設定の詳細に関する洞察を提供することにより、ユーザーエクスペリエンスを向上します。ク
ラスター内でマルチサイトが設定されている場合、ユーザーはこの Overview ページでマルチサイトの
同期ステータスも直接確認できます。

Bugzilla:2233356

Ceph Dashboard に、ブロックデバイスイメージの容量使用率情報が表示されますに、ブロックデバイスイメージの容量使用率情報が表示されます

この機能強化により、Ceph Dashboard の Block > Images テーブルに、新たに容量使用率の進捗バーが
表示されます。このバーには、使用率に関する情報がパーセンテージとともに表示されます。

この進捗バーは、fast-diff が有効で、スナップショットミラーリングが行われていないブロックイメー
ジでのみ使用できます。

Bugzilla:2151171

ダッシュボードでダッシュボードで Ceph File System ボリュームを管理しますボリュームを管理します

以前は、Ceph File System (CephFS) ボリュームは、コマンドラインインターフェイスを使用しないと
管理できませんでした。

この機能強化により、Ceph Dashboard から CephFS ボリュームのリスト表示、作成、編集、削除がで
きるようになりました。

Bugzilla:2232297

ダッシュボードでダッシュボードで Ceph File System のサブボリュームとサブボリュームグループを管理しまのサブボリュームとサブボリュームグループを管理しま
すす

以前は、Ceph File System (CephFS) サブボリュームおよびサブボリュームグループは、コマンドライ
ンインターフェイスを使用しないと管理できませんでした。

この機能強化により、CephFS サブボリュームとサブボリュームグループを Ceph Dashboard からリス
ト表示、作成、編集、削除できるようになりました。
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Bugzilla:2232298

ユーザーは、ユーザーは、CLI およびダッシュボードからおよびダッシュボードから Ceph Object Gateway ホストのホストの FQDN を指定でを指定で
きるようになりましたきるようになりました

以前は、Ceph Object Gateway のホスト名を解決するために短いホスト名が選択されており、問題の原
因となっていました。

この機能強化により、Ceph Dashboard では、Ceph Object Gateway の rgw_dns_name 設定オプショ
ンを使用して、ホスト名が提供されている場合にそのホスト名を解決します。Ceph Object Gateway ホ
ストの FQDN を指定する場合は、CLI で rgw_dns_name 設定オプションを使用すると、ダッシュボー
ドがそれを選択し、それに対して Ceph Object Gateway リクエストが作成されます。

Bugzilla:2236109

ダッシュボードでダッシュボードで Ceph Object Gateway マルチサイトを設定しますマルチサイトを設定します

この機能強化により、コマンドラインインターフェイスだけでなく、Ceph Dashboard からもマルチサ
イト Ceph Object Gateway を設定できるようになりました。ダッシュボードは、レルム、ゾーング
ループ、ゾーンなどの Object Gateway エンティティーの作成、更新、削除をサポートするようになり
ました。さらに、この機能により、ユーザーは 2 つのリモートクラスター間でマルチサイトを設定で
き、データの複製と同期のオプションが提供されます。

Bugzilla:2190355

3.4. CEPH OBJECT GATEWAY

radosgw-admin バケットコマンドがバケットのバージョン管理を出力しますバケットコマンドがバケットのバージョン管理を出力します

この機能強化により、` radosgw-admin bucket stats ` コマンドが、バケットのバージョン管理ステー
タスを enabled または off として出力するようになりました。バージョン管理は、作成後に有効または
無効にできるためです。

Bugzilla:2068491

外部エンティティーによる外部エンティティーによる S3 WORM 認証認証

この機能強化により、S3 WORM 機能が外部エンティティーによって認定されます。これにより、FSI
規制に準拠したデータ保持と、実稼働ゾーン内のオブジェクト/バケットが紛失または侵害された場合
でも確実にデータを取得できる、セキュアなオブジェクトストレージデプロイメントが可能になりま
す。

詳細は、WORM の概要 を参照してください。

マルチサイト同期インスタンスが、インスタンス間でワークロードを動的に分散するようになマルチサイト同期インスタンスが、インスタンス間でワークロードを動的に分散するようにな
りましたりました

以前は、Ceph Object Gateway のマルチサイトスループットは総じて、単一インスタンスの利用可能な
帯域幅に制限されていました。

この機能拡張により、Ceph Object Gateway マルチサイト同期インスタンスは、作業共有アルゴリズム
を使用して、インスタンス間でワークロードを動的に並列処理します。その結果、スケーラビリティー
が大幅に向上し、同期ワークロードが同期全体で均等に分割されるようになりました。

Bugzilla:1740782

バケットの詳細なマルチサイト同期ポリシーの強化バケットの詳細なマルチサイト同期ポリシーの強化

IBM Storage Ceph は、バケットの詳細なマルチサイト同期ポリシーをサポートするようになりまし
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IBM Storage Ceph は、バケットの詳細なマルチサイト同期ポリシーをサポートするようになりまし
た。

以前のバージョンでは、バケットの詳細なマルチシンク同期レプリケーションは限定リリースとして利
用可能でした。この機能拡張により、新規および既存のユーザーはこの機能を実稼働環境で完全に利用
できるようになりました。

この機能を使用すると、バケットレベルでマルチサイトの非同期レプリケーションを有効または無効に
できます。この機能強化により、必要な合計 RAW スペースが増加し、サイト間の同期トラフィックの
量も増加します。

詳細は、バケットの詳細な同期ポリシー を参照してください。

JSON、、Parquet、、CSV 形式のオブジェクトのサポートが追加され、データ分析のためのオブ形式のオブジェクトのサポートが追加され、データ分析のためのオブ
ジェクトストレージのクエリー時間が短縮されましたジェクトストレージのクエリー時間が短縮されました

Ceph Object Gateway は、JSON 形式、Parquet 形式、および CSV 形式のオブジェクトの操作をサ
ポートするようになりました。これにより、S3 select の潜在的な適用範囲が、Apache Spark や Trino
などの広くデプロイされた分析フレームワークに拡張されました。この追加のサポートは、クエリー時
間の短縮に役立ちます。

詳細は、S3 select content from an object  を参照してください。

マルチクラウドゲートウェイマルチクラウドゲートウェイ (MCG) を使用して、データをを使用して、データを Azure クラウドサービスに移行でクラウドサービスに移行で
きるようになりましたきるようになりました

以前のバージョンでは、Azure クラウドサービスへのデータ移行はテクノロジープレビュー機能でし
た。この機能拡張により、この機能を実稼働環境で使用できるようになりました。

この機能により、アーカイブを目的として、Ceph Object Gateway ストレージ環境内で、データを
Azure クラウドに移行できます。

詳細は、Azure クラウドサービスへのデータの移行 を参照してください。

Trino とのより効率的な統合のための強化されたとのより効率的な統合のための強化された S3 select 機能機能

オブジェクトストレージの Trino との統合が、S3 select 操作向けに強化されました。これにより、
Ceph Object Gateway に保存されている半構造化データセットおよび構造化データセットのクエリー時
間が短縮されます。

詳細は、Ceph Object Gateway と Trino の統合  を参照してください。

3.5. RADOS

メッセンジャーメッセンジャー v2 に導入された新しいパフォーマンスカウンターに導入された新しいパフォーマンスカウンター

以前は、メッセンジャー v2 には暗号化トラフィックの計算専用のパフォーマンスカウンターがありま
せんでした。

この機能強化により、受信バイトと送信バイトをそれぞれ考慮する msgr_recv_encrypted_bytes およ
び msgr_send_encrypted_bytes が導入され、暗号化ステータスの大まかなバリデーションが容易に
なります。

Bugzilla:1846154

遅延操作のサブイベントに関する新しいレポートが利用可能になりました遅延操作のサブイベントに関する新しいレポートが利用可能になりました

以前は、時間を要している操作は遅延としてマークされていましたが、詳細な説明はありませんでし
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以前は、時間を要している操作は遅延としてマークされていましたが、詳細な説明はありませんでし
た。

この機能強化により、操作の遅延したサブイベントの詳細な説明を表示できるようになりました。

Bugzilla:2240832

3.6. NFS GANESHA

HAProxy のの PROXY プロトコルをサポートしますプロトコルをサポートします

この機能強化により、HAProxy は負荷分散サーバーを使用するようになりました。これにより、負荷分
散が可能になり、クライアントのアクセス制限も可能になります。

Bugzilla:2097490
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第4章 バグ修正
本セクションでは、今回リリースされた Red Hat Ceph Storage で修正されたユーザーに大きな影響を
及ぼすバグを説明します。また、セクションでは、以前のバージョンで見つかり修正された既知の問題
を説明します。

4.1. CEPH マネージャープラグイン

Python タスクがタスクが GIL を待機しなくなりましたを待機しなくなりました

以前は、Ceph マネージャーデーモンは、Ceph MDS との間で一部の RPC を行う際に、Python グロー
バルインタープリターロック (GIL) を保持していました。そのため、他の Python タスクは GIL の待機
中に空き状態になっていました。

この修正により、すべての libcephfs/librbd 呼び出し中に GIL が解放され、他の Python タスクは GIL
を正常に取得できるようになります。

Bugzilla:2219093

4.2. CEPHADM ユーティリティー

cephadm が重複したホスト名を区別できるようになり、同じホストをクラスターに追加しなくが重複したホスト名を区別できるようになり、同じホストをクラスターに追加しなく
なりましたなりました

以前は、cephadm は、短縮名を持つホストとその FQDN を持つホストを 2 つの別個のホストと見なし
ていたため、同じホストがクラスターに 2 回追加されていました。

この修正により、cephadm はホストの短縮名と FQDN の違いを認識し、ホストをシステムに再度追加
しなくなりました。

Bugzilla:2049445

cephadm が、存在しないラベルをホストから削除したことを報告しなくなりましたが、存在しないラベルをホストから削除したことを報告しなくなりました

以前の cephadm では、ホストからラベルを削除する前に、ラベルが存在するかどうかを確認していま
せんでした。このため、ceph orch host label rm コマンドは、ラベルが存在しない場合でも、ラベル
がホストから削除されたことを報告していました。たとえば、ラベルのスペルが間違っている場合など
です。

この修正により、当該コマンドは、指定されたラベルが正常に削除されたかどうかに関する明確な
フィードバックをユーザーに提供するようになりました。

Bugzilla:2113901

keepalive デーモンが通信してメインデーモンが通信してメイン/プライマリー状態に入るようになりましたプライマリー状態に入るようになりました

以前は、keepalive 設定には、ceph orch host ls コマンドで報告されるホスト IP と一致する IP が指定
されていました。その結果、リスト表示されたホスト IP とは異なるサブネットに仮想 IP が設定されて
いた場合、keepalive デーモンは通信できず、keepalive デーモンはプライマリー状態になっていまし
た。

この修正により、keepalive 設定の keepalive ピアの IP として、仮想 IP のサブネットと一致するものが
選択されるようになりました。keepalive デーモンは、仮想 IP が ceph orch host ls コマンドのホスト
IP とは異なるサブネットにある場合でも通信できるようになりました。この場合、1 つの keepalive
デーモンだけがプライマリー状態になります。
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Bugzilla:2222010

停止したクラッシュデーモンが正しい状態になるようになりました停止したクラッシュデーモンが正しい状態になるようになりました

以前は、クラッシュデーモンが停止した場合の戻りコードが、想定される stopped 状態ではな
く、error 状態を示していました。その結果 systemd は、サービスが失敗したと判断していました。

この修正により、戻りコードは想定される stopped 状態を示すようになりました。

Bugzilla:2126465

HA プロキシーが仮想プロキシーが仮想 IP のフロントエンドポートにバインドするようになりましたのフロントエンドポートにバインドするようになりました

以前の Cephadm では、すべてのホストネットワークにわたってポートバインディングが発生するた
め、同じフロントエンドポートを持つ同じホストに複数の Ingress サービスをデプロイすることはでき
ませんでした。

この修正により、複数の Ingress サービスが異なる仮想 IP を使用し、仕様として Ingress サービスに異
なるモニタリングポートが設定されている限り、同じフロントエンドポートを持つ同じホストに複数の
Ingress サービスが存在できるようになりました。

Bugzilla:2231452

4.3. CEPH ファイルシステム

ユーザー空間のユーザー空間の Ceph ファイルシステムファイルシステム (CephFS) はアップグレード後に期待どおりに動作しはアップグレード後に期待どおりに動作し
ますます

以前は、クラスターのアップグレード中に、ユーザー空間の CephFS クライアントがクラッシュするこ
とがありました。これは、ユーザー空間側で保持されていた MDS 側の機能ビットが古いことが原因で
した。

この修正により、ユーザー空間の CephFS クライアントの MDS 機能ビットが更新され、クラスターの
アップグレード後にクライアントが期待どおりに動作できるようになります。

Bugzilla:2247174

大量のセッションメタデータがあるクライアントをブロックリストに登録してエビクトします大量のセッションメタデータがあるクライアントをブロックリストに登録してエビクトします

以前は、MDS 内に大量のクライアントメタデータが蓄積されると、MDS が読み取り専用モードに切り
替わることがありました。

この修正により、蓄積の原因となっているクライアントをブロックリストに登録してエビクトするよう
になりました。これにより、MDS は期待どおりに動作します。

Bugzilla:2238663

リンク解除リクエストと再統合リクエストの間でデッドロックが発生しなくなりましたリンク解除リクエストと再統合リクエストの間でデッドロックが発生しなくなりました

以前は、非同期の dirop バグを修正するときに、以前のコミットによってリグレッションが導入され、
リンク解除リクエストと再統合リクエストの間でデッドロックが発生していました。

この修正により、古いコミットが元に戻され、リンク解除リクエストと再統合リクエストの間でデッド
ロックが発生しなくなりました。

Bugzilla:2228635

クライアントは常にキャップ取り消し確認応答をクライアントは常にキャップ取り消し確認応答を MDS デーモンに送信しますデーモンに送信します
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以前は、MDS デーモンがキャップ取り消しリクエストをクライアントに送信し、この間にクライアン
トがキャップを解放して inode を削除した場合、クライアントはリクエストを直接破棄していました。
しかし、MDS デーモンはクライアントからのキャップ取り消し確認応答を待つ必要がありました。こ
のため、キャップを取り消す必要がない場合でも、MDS デーモンはクライアントからの確認応答を待
ち続け、MDS デーモンの健全性ステータスに警告が発生していました。

この修正により、inode が存在せず、MDS デーモンが停止状態にならない場合でも例外なく、クライア
ントはキャップ取り消し確認応答を MDS デーモンに送信するようになりました。

Bugzilla:2228000

MDS ロックが正しい順序で取得されますロックが正しい順序で取得されます

以前は、MDS がメタデータツリーロックを誤った順序で取得し、create および getattr RPC リクエス
トでデッドロックが発生していました。

この修正により、MDS でロックが正しい順序で取得され、リクエストのデッドロックが発生しなくな
りました。

Bugzilla:2235338

CephFS MDS がが split_realms 情報の送信をスキップします情報の送信をスキップします

以前は、CephFS MDS が誤って split_realms 情報を送信し、kclient はこの情報を正しくデコードでき
ませんでした。このため、クライアントは、split_realms を考慮せず、破損したスナップトレースとし
て扱っていました。

この修正により、split_realms は kclient に送信されなくなり、クラッシュは発生しなくなりました。

Bugzilla:2228003

writing フラグを設定してもスナップショットデータが失われなくなりましたフラグを設定してもスナップショットデータが失われなくなりました

以前は、クライアントで Fb キャップの使用時に writing フラグを ‘1’ に設定していた場合、ダーティー
キャップの場合はスキップし、既存のキャップスナップを再利用していました。しかし、これは正しく
ありませんでした。このことが原因で、2 つの連続したスナップショットが上書きされ、データが失わ
れていました。

この修正により、writing フラグが正しく設定され、スナップショットデータが失われなくなりまし
た。

Bugzilla:2224241

スレッド名の変更が失敗しなくなりましたスレッド名の変更が失敗しなくなりました

以前は、まれに名前変更中に別のスレッドが dst dentry を検索しようとした場合、src dentry と dst
dentry の両方が同じ inode に同時にリンクされ、スレッドが取得する検索結果に一貫性が欠ける場合が
ありました。したがって、2 つの異なる dentry が同じ inode にリンクされることで、名前変更リクエス
トは失敗していました。

この修正により、スレッドは名前変更アクションが完了するまで待機し、すべてが期待どおりに動作す
るようになりました。

Bugzilla:2227987

取り消しリクエストがスタックしなくなりました取り消しリクエストがスタックしなくなりました

以前は、'seq' を増やす取り消しリクエストの送信前に、クライアントが対応するキャップを解放し、古
い seq でキャップ更新リクエストを送信した場合、MDS は seq とキャップの計算を確認しそこなって
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いました。このため、取り消しリクエストが無限にスタックし、クライアントから応答のない取り消し
リクエストに関する警告が出力されていました。

この修正により、取り消しリクエストに対して常に確認応答が送信されるようになり、取り消しリクエ
ストがスタックしなくなりました。

Bugzilla:2227992

エラーがエラーが MDLog::_recovery_thread で適切に処理されますで適切に処理されます

以前は、QA テストによって発行された fs fail により MDS がすでにブロックリストに登録されていた
場合、書き込みが失敗していました。たとえば、QA テスト test_rebuild_moved_file (tasks/data-
scan) は、この理由で失敗していました。

この修正により、書き込みの失敗は MDLog::_recovery_thread で適切に処理されるようになりまし
た。

Bugzilla:2228358

Ceph クライアントが、アラームを送信する前に遅延の原因を検証するようになりましたクライアントが、アラームを送信する前に遅延の原因を検証するようになりました

以前は、Ceph は OSD の遅延を警告する誤ったアラートを送信することがありました。たとえば、X 
client(s) laggy due to laggy OSDs などです。これらのアラートは、遅延が実際に OSD によるもので
あり、他の原因によるものではないことを検証せずに送信されていました。

この修正により、X client(s) laggy due to laggy OSDs というメッセージは、一部のクライアントと
OSD に遅延がある場合にのみ送信されるようになりました。

Bugzilla:2247187

4.4. CEPH DASHBOARD

Ceph Dashboard のデーモンのパフォーマンスに関するのデーモンのパフォーマンスに関する Grafana パネルに正しいデータが表示パネルに正しいデータが表示
されるようになりましたされるようになりました

以前は、ラベルエクスポーターは Grafana ダッシュボードで使用されるクエリーと互換性がありません
でした。このため、Ceph Dashboard の Ceph デーモンのパフォーマンスに関する Grafana パネルは空
でした。

この修正により、ラベル名が Grafana ダッシュボードクエリーと互換性があるものとなり、デーモンの
パフォーマンスに関する Grafana パネルに正しいデータが表示されるようになりました。

Bugzilla:2241309

Dashboard でのレイヤー機能とでのレイヤー機能と deep-flatten 機能の編集が無効になります機能の編集が無効になります

以前は、Ceph Dashboard で、イミュータブルのレイヤー化機能および deep-flatten 機能の編集を許可
することができ、その結果、rbd: failed to update image features: (22) Invalid argument というエ
ラーが発生していました。

この修正により、レイヤー化機能および deep-flatten 機能の編集が無効になり、すべてが期待どおりに
機能するようになりました。

Bugzilla:2166708

ceph_daemon ラベルがラベルが Ceph エクスポーターのラベル付きパフォーマンスカウンターに追加さエクスポーターのラベル付きパフォーマンスカウンターに追加さ
れますれます
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以前は、Ceph エクスポーターでは、ラベル付きパフォーマンスカウンターに ceph_daemon ラベルを
追加できませんでした。

この修正により、ceph_daemon ラベルが Ceph エクスポーターのラベル付きパフォーマンスカウン
ターに追加されました。ceph daemon ラベルがすべての Ceph デーモンパフォーマンスメトリクスに
含まれ、instance_id ラベルが Ceph Object Gateway パフォーマンスメトリクスに含まれるようになり
ました。

Bugzilla:2240972

スナップショットの保護は、親イメージのレイヤー化が有効な場合にのみ有効になりますスナップショットの保護は、親イメージのレイヤー化が有効な場合にのみ有効になります

以前は、親イメージのレイヤー化が無効な場合でも、スナップショットの保護が有効になっていまし
た。これにより、レイヤー化が無効なイメージのスナップショットを保護しようとするとエラーが発生
していました。

この修正により、イメージのレイヤー化が無効になっている場合、スナップショットの保護が無効にな
ります。スナップショットの保護は、親イメージのレイヤー化が有効な場合にのみ有効になります。

Bugzilla:2166705

新しく追加したホストの詳細がクラスター拡張レビューページに表示されるようになりました新しく追加したホストの詳細がクラスター拡張レビューページに表示されるようになりました

以前は、ユーザーは前の手順で追加したホストに関する情報を確認できませんでした。

この修正により、前の手順で追加したホストがクラスター拡張レビューページに表示されるようになり
ました。

Bugzilla:2232567

Ceph Object Gateway ページがページが Ceph Dashboard に正しくローされるようになりましたに正しくローされるようになりました

以前は、Ceph Object Gateway ページをロードしようとした際に、正規表現の照合に誤りがあるとダッ
シュボードが破損していました。Ceph Object Gateway ページは、rgw_frontends like beast port=80 
ssl_port=443 のような特定の設定ではロードされませんでした。

この修正により、コードベース内の正規表現の照合が更新され、Ceph Object Gateway ページが問題な
くロードされるようになりました。

Bugzilla:2238470

4.5. CEPH OBJECT GATEWAY

Ceph Object Gateway デーモンが、デーモンが、phoneNumbers.addr がが NULL の場合でもクラッシュしなの場合でもクラッシュしな
くなりましたくなりました

以前は、構文エラーが原因で、select * from s3object[*].phonenumbers where phoneNumbers.addr 
is NULL; のクエリーにより、Ceph Object Gateway デーモンがクラッシュしていました。

この修正により、誤った構文は特定および報告されるようになり、デーモンはクラッシュしなくなりま
した。

Bugzilla:2230234

Ceph Object Gateway デーモンがデーモンが cast( trim) クエリーでクラッシュしなくなりましたクエリーでクラッシュしなくなりました

以前は、select cast( trim( leading 132140533849470.72 from _3 ) as float) from s3object; のクエ
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以前は、select cast( trim( leading 132140533849470.72 from _3 ) as float) from s3object; のクエ
リー内の trim スキップタイプチェックにより、Ceph Object Gateway デーモンがクラッシュしていま
した。

この修正により、タイプがチェックされ、誤っている場合は特定および報告されるようになったため、
デーモンがクラッシュすることはなくなりました。

Bugzilla:2248866

Ceph Object Gateway デーモンは、デーモンは、s3select JSON クエリーのクエリーの “where” 句でクラッシュしな句でクラッシュしな
くなりましたくなりました

以前は、構文エラーが原因で、 “where” 句を含む s3select JSON クエリーにより Ceph Object
Gateway デーモンがクラッシュしていました。

この修正により、誤った構文は特定および報告されるようになり、デーモンはクラッシュしなくなりま
した。

Bugzilla:2225434

Ceph Object Gateway デーモンがデーモンが s3 select phonenumbers.type クエリーでクラッシュしなくクエリーでクラッシュしなく
なりましたなりました

以前は、構文エラーが原因で、select phonenumbers.type from s3object[*].phonenumbers; のクエ
リーにより、Ceph Object Gateway デーモンがクラッシュしていました。

この修正により、誤った構文は特定および報告されるようになり、デーモンはクラッシュしなくなりま
した。

Bugzilla:2230230

Ceph Object Gateway デーモンが引数を検証し、クラッシュしなくなりましたデーモンが引数を検証し、クラッシュしなくなりました

以前は、引数が欠落している Operator が原因で、存在しない引数にアクセスしようとした際にデーモ
ンがクラッシュしていました。

この修正により、デーモンは各 Operator の引数の数を検証するようになり、クラッシュしなくなりま
した。

Bugzilla:2230233

Ceph Object Gateway デーモンがデーモンが trim コマンドでクラッシュしなくなりましたコマンドでクラッシュしなくなりました

以前は、select trim(LEADING '1' from '111abcdef111') from s3object; のクエリー内の trim スキップ
タイプチェックにより、Ceph Object Gateway デーモンがクラッシュしていました。

この修正により、タイプがチェックされ、誤っている場合は特定および報告されるようになったため、
デーモンがクラッシュすることはなくなりました。

Bugzilla:2248862

大きな値が入力されても大きな値が入力されても Ceph Object Gateway デーモンがクラッシュしなくなりましたデーモンがクラッシュしなくなりました

以前は、値エントリーが大きすぎるため、select DATE_DIFF(SECOND, 
utcnow(),date_add(year,1111111111111111111, utcnow())) from s3object; のクエリーにより、Ceph
Object Gateway デーモンがクラッシュしていました。

この修正により、クラッシュを特定し、エラーを報告するようになりました。
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Bugzilla:2245145

Ceph Object Gateway は、処理に失敗せずには、処理に失敗せずに CSV オブジェクトを解析するようになりましたオブジェクトを解析するようになりました

以前は、Ceph Object Gateway は CSV オブジェクトを適切に解析できませんでした。プロセスが失敗
すると、適切なエラーメッセージが表示されることなくリクエストが停止していました。

この修正により、CSV パーサーは期待どおりに動作し、失敗することなく CSV オブジェクトを処理で
きるようになりました。

Bugzilla:2241907

ハイフンで始まるオブジェクトバージョンのインスタンスハイフンで始まるオブジェクトバージョンのインスタンス ID が復元されますが復元されます

以前は、バージョン管理されたバケットのインデックスを復元するときに、オブジェクトバージョンの
インスタンス ID がハイフンで始まる場合、バケットインデックスに適切に復元されませんでした。

この修正により、ハイフンで始まるインスタンス ID が認識され、期待どおりにバケットインデックス
に復元されるようになりました。

Bugzilla:2247138

複数削除機能の通知が期待どおりに機能します複数削除機能の通知が期待どおりに機能します

以前は、バケット削除の通知を設定している場合に複数削除機能を実行すると、コード内の競合状態な
どの内部エラーが原因で、Ceph Object Gateway がクラッシュするか予期せぬ反応をしていました。

この修正により、複数削除機能の通知が期待どおりに機能するようになりました。

Bugzilla:2239173

RADOS オブジェクトのマルチパートアップロードワークフローが適切に完了しますオブジェクトのマルチパートアップロードワークフローが適切に完了します

以前は、前のアップロードで作成されたマルチパートアップロードワークフローオブジェクトの一部で
ある RADOS オブジェクトが原因で、特定の部分のアップロードが完了しないか、途中で停止すること
がありました。

この修正により、マルチパートアップロードワークフローが完了すると、すべての部分が正しくアップ
ロードされるようになりました。

Bugzilla:2008835

バケット所有者とは異なるテナントに属するユーザーが通知を管理できるようになりましたバケット所有者とは異なるテナントに属するユーザーが通知を管理できるようになりました

以前は、バケット所有者とは異なるテナントに属するユーザーは、通知を管理できませんでした。たと
えば、変更、取得、削除などの通知です。

この修正により、適切な権限を持つすべてのユーザーが、バケットの通知を管理できるようになりま
す。

Bugzilla:2180415

バケットに対してバケットに対して NFS setattr を実行する機能が削除されましたを実行する機能が削除されました

以前は、NFS ディレクトリーとしてエクスポートすることによりバケットに保存されている属性を変更
すると、Ceph Object Gateway のバケット情報キャッシュ内で不整合が発生していました。このため、
その後に NFS 経由でバケットにアクセスしようとすると失敗していました。

この修正により、バケットに対して NFS setattr を実行する機能が削除されました。バケットに対する
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この修正により、バケットに対して NFS setattr を実行する機能が削除されました。バケットに対する
NFS setattr (ディレクトリーに対する chown など) の実行を試みても効果はありません。

注記注記

上記の点は今後のリリースで変更される可能性があります。

Bugzilla:2241145

クラッシュを防ぐために、再シャーディング可能なバケットレイアウトのテストが追加されまクラッシュを防ぐために、再シャーディング可能なバケットレイアウトのテストが追加されま
したした

以前は、マルチサイトで動的バケットの再シャーディングを有効にする追加のバケットレイアウトコー
ドを使用した場合、動的、即時、または再スケジュールされた再シャーディング中に、バケットレイア
ウトが再シャーディングをサポートするか確認していませんでした。このため、動的バケットの再
シャーディングの場合は Ceph Object Gateway デーモンがクラッシュし、即時またはスケジュールさ
れた再シャーディングの場合は radosgw-admin コマンドがクラッシュしていました。

この修正により、再シャーディング可能なバケットレイアウトのテストが追加され、クラッシュは発生
しなくなりました。即時およびスケジュールされた再シャーディングが発生すると、エラーメッセージ
が表示されます。動的バケットの再シャーディングが発生すると、当該バケットはスキップされます。

Bugzilla:2242987

user modify -placement-id コマンドに空のコマンドに空の --storage-class 引数を指定できるようになりまし引数を指定できるようになりまし
た。た。

以前は、'user modify --placement-id' コマンドの実行時に --storage-class 引数を使用しなかった場
合、コマンドが失敗していました。

この修正により、--storage-class 引数を空のままにしてもコマンドが失敗しなくなりました。

Bugzilla:2228157

初期化の際に、以前に登録したウォッチのみが登録解除されるようになりました初期化の際に、以前に登録したウォッチのみが登録解除されるようになりました

以前は、初期化エラーにより、一度も登録されていないウォッチの登録を解除しようとすることがあり
ました。これにより、一部のコマンドラインツールが予期せずクラッシュする場合がありました。

この修正により、以前に登録されたウォッチのみが登録解除されるようになりました。

Bugzilla:2224078

マルチサイトレプリケーションにより、ゾーン間の整合状態が維持され、削除されたオブジェマルチサイトレプリケーションにより、ゾーン間の整合状態が維持され、削除されたオブジェ
クトの上書きが防止されるようになりましたクトの上書きが防止されるようになりました

以前のバージョンでは、マルチサイトレプリケーションの競合状態により、削除すべきオブジェクトが
別のサイトからコピーバックされ、ゾーン間で不整合状態が生じることがありました。その結果、ワー
クロードを受け取っているゾーンには、削除すべきいくつかのオブジェクトが残っていました。

この修正により、宛先ゾーンのトレース文字列を渡すためにカスタムヘッダーが追加され、オブジェク
トのレプリケーショントレースと照合されます。一致する場合は 304 応答が返され、削除したオブ
ジェクトが完全同期によって上書きされるのを防ぎます。

Bugzilla:2219427

Ceph Object Gateway のメモリーフットプリントが大幅に削減されましたのメモリーフットプリントが大幅に削減されました
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以前のバージョンでは、Lua スクリプト統合に関連するメモリーリークにより、RGW メモリーの過剰
な増加が発生する場合がありました。

この修正により、リークが修正され、Ceph Object Gateway のメモリーフットプリントが大幅に削減さ
れました。

Bugzilla:2032001

バージョン管理されたオブジェクトの操作中に、バケットインデックスのパフォーマンスが影バージョン管理されたオブジェクトの操作中に、バケットインデックスのパフォーマンスが影
響を受けることがなくなりました響を受けることがなくなりました

以前のバージョンでは、場合によってはスペースリークが発生し、バケットインデックスのパフォーマ
ンスが低下することがありました。これは、オブジェクト論理ヘッド (OLH) の更新に関連する競合状
態が原因で発生していました。OLH は、更新時のバージョン管理バケットの最新バージョン計算に関
連します。

この修正により、OLH 更新操作のロジックエラーが修正され、バージョン管理されたオブジェクトの
操作中にスペースがリークされなくなりました。

Bugzilla:2219467

削除マーカーは削除マーカーは LC ルールで正しく機能しますルールで正しく機能します

以前のバージョンでは、sal オブジェクトハンドルを再利用する最適化を試みていました。このため、
削除マーカーが期待どおりに生成されませんでした。

この修正により、get-object-attributes の sal オブジェクトハンドルを再利用する変更が元に戻り、削
除マーカーが正しく作成されるようになりました。

Bugzilla:2248116

SQL エンジンが不正な計算でエンジンが不正な計算で Ceph Object Gateway のクラッシュを引き起こさなくなりましのクラッシュを引き起こさなくなりまし
たた

以前のバージョンでは、SQL エンジンが処理されない例外を出力し、Ceph Object Gateway のクラッ
シュを引き起こすことがありました。これは、日時操作の不正な SQL 計算が原因で発生していまし
た。

この修正により、クラッシュするのではなく、エラーメッセージの出力によって例外が処理されるよう
になりました。

Bugzilla:2246150

クエリークエリー select trim (LEADING '1' from '111abcdef111') from s3object; で大文字が使用されていで大文字が使用されてい
る場合にクエリーが機能するようになりましたる場合にクエリーが機能するようになりました

以前のバージョンでは、LEADING または TRAILING がすべて大文字で書かれていると文字列が正しく
読み取られず、float 型が string 型として参照され、誤った出力が発生していました。

この修正により、クエリーを完了する前に型チェックが導入され、LEADING と TRAILING は大文字で
記述されても小文字で記述されても機能するようになりました。

Bugzilla:2245575

JSON 解析が、クエリー解析が、クエリー select _1.authors.name from s3object[*] limit 1 に対して機能するように対して機能するよう
になりましたになりました

以前のバージョンでは、select _1.authors.name from s3object[*] limit 1 で指定された匿名配列は、
誤った値を出力していました。
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この修正により、クエリーに匿名配列が指定された場合でも、JSON 解析が機能するようになりまし
た。

Bugzilla:2236462

4.6. マルチサイトの CEPH OBJECT GATEWAY

クライアントは、クライアントは、Content-Length ヘッダーフィールド値に誤りがあっても接続をリセットしなヘッダーフィールド値に誤りがあっても接続をリセットしな
くなりましたくなりました

以前は、エラーページ (404 または 403 状態など) をクライアントに返すときに、終了タグ </body> お
よび </html> が欠落していました。しかし、これらのタグの存在は、リクエストの Content-Length
ヘッダーフィールド値で考慮されていました。このため、クライアントによっては、通常の状況下では
FIN パケットによって閉じられるクライアントと Rados Gateway 間の TCP 接続が、誤った Content-
Length ヘッダーフィールド値が原因で、クライアントからの RST パケットによって閉じられていまし
た。

この修正により、必要なすべての状況下で終了タグ </body> および </html> がクライアントに送信さ
れるようになりました。Content-Length ヘッダーフィールドの値が、クライアントに送信されるデー
タの長さを正しく表すようになり、クライアントは誤った Content-Length を理由に接続をリセットし
なくなりました。

Bugzilla:2189412

同期通知が正しいオブジェクトサイズで送信されます同期通知が正しいオブジェクトサイズで送信されます

以前は、オブジェクトがゾーン間で同期され、同期通知が設定されていた場合、オブジェクトのサイズ
をゼロとして通知が送信されていました。

この修正により、同期通知が正しいオブジェクトサイズで送信されるようになりました。

Bugzilla:2238921

マルチサイト同期が、許可されたゾーンとフィルターに従って適切にフィルタリングとチェッマルチサイト同期が、許可されたゾーンとフィルターに従って適切にフィルタリングとチェッ
クを行いますクを行います

以前は、マルチサイト同期ポリシーを使用する場合、radosgw-admin sync status などの特定のコマ
ンドは、制限付きゾーンまたは空の同期グループ名をフィルタリングしませんでした。フィルターが欠
如することで、これらのコマンドの出力は誤解を招くものでした。

この修正により、制限付きゾーンについてはチェックや報告が行われなくなり、空の同期グループ名は
ステータス結果から除外されるようになりました。

Bugzilla:2159966

4.7. RADOS

ceph version コマンドは空のバージョンリストを返さなくなりましたコマンドは空のバージョンリストを返さなくなりました

以前は、MDS デーモンがクラスターにデプロイされていない場合、ceph version コマンドは、バー
ジョンの不一致を表す MDS デーモンの空のバージョンリストを返していました。このリストは、デー
モンがクラスターにデプロイされていない場合には表示されないはずのものです。

この修正により、デーモンバージョンマップが空の場合デーモンバージョン情報はスキップさ
れ、ceph version コマンドはクラスターにデプロイされている Ceph デーモンのバージョン情報のみ
を返すようになりました。
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Bugzilla:2110933

ms_osd_compression_algorithm が正しい値を表示するようになりましたが正しい値を表示するようになりました

以前は、ms_osd_compression_algorithm の値に誤りがある場合、デフォルト値ではなくアルゴリズ
ムのリストが表示されていました。そのため、1 つのアルゴリズムではなく一連のアルゴリズムがリス
ト表示され、不一致が発生していました。

この修正により、ms_osd_compression_algorithm コマンドを使用するときにデフォルト値のみが表
示されます。

Bugzilla:2155380

MGR がクラスターとの接続を再試行せずに切断することがなくなりましたがクラスターとの接続を再試行せずに切断することがなくなりました

以前は、ネットワークの問題が発生すると、クラスターが再試行せずに MGR との接続を切断
し、monclient の認証が失敗していました。

この修正により、ハンティングと接続の両方が失敗する状況では再試行が行われるようになりました。

Bugzilla:2106031

client_mount_timeout のタイムアウト再試行値を引き上げますのタイムアウト再試行値を引き上げます

以前は、client_mount_timeout 設定可能パラメーターの誤った処理により、モニターに対するクライ
アント認証が、5 分という高いデフォルトタイムアウト値を無視して最大 10 回の再試行に至る場合があ
りました。

この修正により、以前の動作が復元されて設定可能パラメーターが 1 回のみ再試行するようになり、認
証タイムアウトが期待どおりに機能するようになりました。

Bugzilla:2233800

4.8. RBD ミラーリング

イメージの昇格後に、降格したミラースナップショットが削除されますイメージの昇格後に、降格したミラースナップショットが削除されます

以前は、実装上の不具合により、セカンダリーイメージであってもプライマリーイメージであっても、
イメージの昇格後に降格したミラースナップショットは削除されませんでした。このため、降格したミ
ラースナップショットが蓄積し、ストレージ領域を消費していました。

この修正により、実装上の不具合が修正され、イメージの昇格後に適切な降格ミラースナップショット
が削除されるようになりました。

Bugzilla:2237304

プライマリーイメージが削除されると、プライマリー以外のイメージも削除されるようになりプライマリーイメージが削除されると、プライマリー以外のイメージも削除されるようになり
ましたました

以前は、rbd-mirror デーモンイメージリプレーヤーの競合状態により、プライマリーイメージが削除さ
れたときにプライマリー以外のイメージを削除することができませんでした。このため、プライマリー
以外のイメージは削除されず、ストレージ領域が使用されていました。

この修正により、rbd-mirror イメージリプレーヤーが修正され、競合状態が解消するようになりまし
た。プライマリーイメージが削除されると、プライマリー以外のイメージも削除されるようになりまし
た。

Bugzilla:2230056
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librbd クライアントが、呼び出し元にブロックリスト登録エラーを正しく伝播しますクライアントが、呼び出し元にブロックリスト登録エラーを正しく伝播します

以前は、rbd_support モジュールの RADOS クライアントがブロックリストに登録されていた場合、モ
ジュールの mirror_snapshot_schedule ハンドラーが常に正しくシャットダウンするとは限りません
でした。ハンドラーの librbd クライアントはブロックリスト登録エラーを伝播しないため、ハンド
ラーのシャットダウンが停止していました。これにより、mirror_snapshot_schedule ハンドラーと 
rbd_support モジュールが、繰り返されるクライアントのブロックリスト登録から自動的に回復できな
くなっていました。rbd_support モジュールは、クライアントを繰り返しブロックリストに登録した
後、ミラースナップショットのスケジューリングを停止していました。

この修正により、排他的ロックの取得とブロックリストの処理の間で生じていた librbd クライアント
での競合が修正されました。これにより、librbd クライアントは、排他的ロックの取得を待機している
間に、呼び出し元 (mirror_snapshot_schedule ハンドラーなど) にブロックリスト登録エラーを正し
く伝播できます。mirror_snapshot_schedule ハンドラーと rbd_support_module は、繰り返される
クライアントのブロックリスト登録から自動的に回復します。

Bugzilla:2237303
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第5章 テクノロジープレビュー
本セクションでは、今回リリースされた Red Hat Ceph Storage で修正されたユーザーに大きな影響を
及ぼすバグを説明します。また、セクションでは、以前のバージョンで見つかり修正された既知の問題
を説明します。

重要重要

テクノロジープレビュー機能は、実稼働環境での Red Hat サービスレベルアグリーメン
ト (SLA) ではサポートされておらず、機能的に完全ではない可能性があるため、Red
Hat では実稼働環境での使用を推奨していません。テクノロジープレビューの機能は、
最新の製品機能をいち早く提供して、開発段階で機能のテストを行いフィードバックを
提供していただくことを目的としています。詳細は、Red Hat テクノロジープレビュー
機能のサポート範囲 を参照してください。

5.1. CRIMSON OSD

コアコア Ceph Object Storage デーモンデーモン (OSD) コンポーネントの新しく実装されたコンポーネントの新しく実装された Crimson-
OSD がが ceph-osd を置き換えますを置き換えます

この機能強化により、次世代の ceph-osd が実装され、DPDK や SPDK を含む最先端のテクノロジーの
採用により、マルチコアのスケーラビリティーを実現し、高速ネットワークおよびストレージデバイス
のパフォーマンスを向上します。Crimson は、クラス ceph-osd を持つ OSD デーモンの以前のバー
ジョンとの互換性を目指しています。

詳細は、Crimson (テクノロジープレビュー) を参照してください。

5.2. CEPH OBJECT GATEWAY

Red Hat Ceph Storage のの Object Storage Archive Zone

この機能強化により、アーカイブゾーンは実稼働ゾーンからすべてのオブジェクトを受け取り、すべて
のオブジェクトのすべてのバージョンを保持することで、オブジェクトの完全な履歴を含むオブジェク
トカタログをユーザーに提供します。これにより、実稼働ゾーン内のオブジェクト/バケットが紛失ま
たは侵害された場合でも確実にデータを取得できる、セキュアなオブジェクトストレージデプロイメン
トが可能になります。

詳細は、アーカイブゾーンの設定 (テクノロジープレビュー) を参照してください。

バケットごとにアーカイブゾーンへの同期を有効化および無効化して、実稼働クラスター外のバケットごとにアーカイブゾーンへの同期を有効化および無効化して、実稼働クラスター外の
オブジェクトストレージデータを保護しますオブジェクトストレージデータを保護します

管理者は、プライマリーサイトに存在していたあらゆるオブジェクトのバージョンを、アーカイブゾー
ンから復元できるようになりました。データ損失やランサムウェア攻撃が発生した場合でも、必要に応
じてすべてのオブジェクトの有効なバージョンにアクセスできます。

詳細は、アーカイブゾーンの設定 (テクノロジープレビュー) を参照してください。

5.3. RADOS

読み取りバランサーを使用した読み取りバランサーを使用した Red Hat Ceph Storage クラスターのバランス調整クラスターのバランス調整

このリリースでは、各デバイスがプライマリー OSD を公平に共有できるようにし、読み取りリクエス
トがクラスター内の OSD 全体に均等に分散されるように、読み取りバランサーが実装されます。読み
取り分散は低コストで、データの移動が含まれないため操作が高速です。読み取り分散は、レプリケー
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トされたプールのみをサポートします。イレイジャーコーディングされたプールはサポートされませ
ん。

詳細は、読み取りバランサーを使用した Red Hat Ceph Storage クラスターのバランス調整 (テクノロ
ジープレビュー) および Ceph のリバランスおよびリカバリー  を参照してください。
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第6章 既知の問題
本セクションでは、Red Hat Ceph Storage の今回リリースで見つかった既知の問題を説明します。

6.1. CEPHADM ユーティリティー

一部の一部の NFS デーモンはログを生成しない場合がありますデーモンはログを生成しない場合があります

現在、cephadm でデプロイされた NFS サービスが複数の NFS デーモンを備える場合、IO を提供する
のはそのうち 1 つだけであるため、ユーザーはログを生成しない NFS デーモンに遭遇します。現在、こ
の問題に対する回避策はありません。

Bugzilla:2251653

ロック解除時にミューテックスが失敗するのを防ぎますロック解除時にミューテックスが失敗するのを防ぎます

以前は、ロックされていないミューテックスをロック解除しようとすると、ミューテックスがクラッ
シュしていました。

回避策として、ロックを解除する前に、そもそもミューテックスがロックされているかどうかを確認し
てください。

Bugzilla:2216442

ceph orch ps コマンドはモニタリングスタックデーモンのバージョンを表示しませんコマンドはモニタリングスタックデーモンのバージョンを表示しません

現在、cephadm ではバージョングラビングコードにダウンストリームのモニタリングスタックコンテ
ナーとの互換性がないため、node-exporter、prometheus、alertmanager などのモニタリングスタッ
クデーモンのバージョングラビングが失敗します。

各パートは個別にアップロードおよび暗号化されるため、マルチパートアップロードの暗号化にはパー
ト境界の周りで特別な処理が必要です。マルチサイトでは、オブジェクトは暗号化され、マルチパート
のアップロードは 1 つのパートとして複製されます。その結果、複製されたコピーは、データを正しく
復号化するために必要な元の部分の境界に関する知識を失い、この破損が発生します。

ユーザーがバージョンを確認する必要がある場合、デーモンのコンテナー名にバージョンが含まれるの
で、これを回避策とします。

Bugzilla:2125382

6.2. CEPH DASHBOARD

マルチサイト設定後にマルチサイト設定後に Ceph Object Gateway ページがロードされませんページがロードされません

マルチサイト設定中に、ダッシュボードが新しいレルムの正しいアクセスキーとシークレットキーを見
つけることができないため、Ceph Object Gateway ページがロードされません。

回避策として、ceph dashboard set-rgw-credentials コマンドを使用してキーを手動で更新します。

Bugzilla:2231072

6.3. CEPH OBJECT GATEWAY

JSON select count() from S3Object[]; クエリーに遅延が生じ、クエリーに遅延が生じ、CPU 使用率が高くなります使用率が高くなります

sselect count() from S3Object[]; クエリーの実行時に、CSV オブジェクトクエリーと比較して、遅延
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sselect count() from S3Object[]; クエリーの実行時に、CSV オブジェクトクエリーと比較して、遅延
および radosgw の CPU 使用率が顕著に増大します。

回避策として、JSON クエリーを実行するときに、count(*) クエリーの代わりに count() を使用しま
す。

Bugzilla:2240974

s3select を使用してを使用して JSON オブジェクトを処理すると、オブジェクトを処理すると、s3select とと Trino が失敗しますが失敗します

Trino が s3select リクエストを使用して JSON オブジェクトを処理すると、リクエストが失敗し、
Trino も失敗します。これにより、Ceph Object Gateway ログに wrong json dataType should use 
DOCUMENT というエラーメッセージが出力されます。

回避策として、Trino を使用せずに、直接 s3select リクエストを使用できる場合があります。

Bugzilla:249756
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第7章 非同期エラータの更新
このセクションでは、z-stream リリースのバグ修正、既知の問題、機能拡張について説明します。

7.1. RED HAT CEPH STORAGE 7.0Z1

Red Hat Ceph Storage リリース 7.0z1 が利用可能になりました。この更新に含まれるバグ修正は
RHBA-2024:1214 および RHBA-2024:1215 アドバイザリーに記載されています。

7.1.1. 機能拡張

7.1.1.1. Ceph ブロックデバイスブロックデバイス

rbd_diff_iterate2() API のパフォーマンスの向上のパフォーマンスの向上

以前のバージョンでは、fast-diff モード (whole_object == true で fast-diff イメージ機能が有効な場
合) で開始時点 (fromsnapname == NULL) との差分を取る際に、排他ロックが利用可能な場合、RBD
diff-iterate のローカルでの実行が保証されませんでした。

この機能拡張により、rbd_diff_iterate2() API のパフォーマンスが向上し、fast-diff イメージ機能が有
効になっている QEMU ライブディスクの同期およびバックアップのユースケースでパフォーマンスが
向上します。

Bugzilla:2259052

7.1.1.2. Ceph Object Gateway

rgw-restore-bucket-index ツールで、バージョン管理されたバケットのバケットインデックスをツールで、バージョン管理されたバケットのバケットインデックスを
復元できるようになりました復元できるようになりました

この機能拡張により、rgw-restore-bucket-index ツールは可能な限り広範囲で動作し、バージョン管理
されていないバケットとバージョン管理されたバケットのバケットインデックスを復元できるようにな
りました。

Bugzilla:2240992

7.1.2. 既知の問題

7.1.2.1. マルチサイトのマルチサイトの Ceph Object Gateway

S3 クライアントクライアント SDK を使用する一部のを使用する一部の Ceph Object Gateway アプリケーションで、予期せアプリケーションで、予期せ
ぬエラーが発生する可能性がありますぬエラーが発生する可能性があります

現在、S3 クライアント SDK を使用する一部のアプリケーションでは、外部チェックサムがリクエスト
された場合、長さ 0 のオブジェクトをアップロードするときに予期せぬ 403 エラーが発生する可能性
があります。

回避策として、SSL を使用した Ceph Object Gateway サービスを使用します。

Bugzilla:2256969

7.1.3. 削除された機能
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7.1.3.1. Ceph Object Gateway

Prometheus メトリクスは使用されなくなりましたメトリクスは使用されなくなりました

このリリースでは、新しい機能豊富なラベル付き perf カウンターが導入され、以前に使用されていた
Object Gateway 関連の Prometheus メトリクスが置き換えられました。新しいメトリクスは、重複し
て使用できるように、以前のメトリクスを完全に削除する前に導入されています。

重要重要

この移行中も、Prometheus メトリクスは新しいメトリクスと同時に使用できます。ただ
し、Prometheus メトリクスは Red Hat Ceph Storage 8.0 リリースでは完全に削除され
ます。

7.0z1 以降で置き換えられたメトリクスを次の表で確認してください。

表表7.1 置き換えメトリクス置き換えメトリクス

非推奨の Prometheus メトリクス 7.0z1 の新しいメトリクス

ceph_rgw_get ceph_rgw_op_global_get_obj_ops

ceph_rgw_get_b ceph_rgw_op_global_get_obj_bytes

ceph_rgw_get_initial_lat_sum ceph_rgw_op_global_get_obj_lat_sum

ceph_rgw_get_initial_lat_count ceph_rgw_op_global_get_obj_lat_count

ceph_rgw_put ceph_rgw_op_global_put_obj_ops

cdeph_rgw_put_b ceph_rgw_op_global_put_obj_bytes

ceph_rgw_put_initial_lat_sum ceph_rgw_op_global_put_obj_lat_sum

ceph_rgw_put_initial_lat_count ceph_rgw_op_global_put_obj_lat_count
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第8章 ソース
更新された Red Hat Ceph Storage ソースコードパッケージは、以下の場所から入手できます。

Red Hat Enterprise Linux 9 の場合:
https://ftp.redhat.com/redhat/linux/enterprise/9Base/en/RHCEPH/SRPMS/
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